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      石 炭 液 化 工 業 の發 展 と其 將 來

               喜 多 研 究 室

          工 學 博 士 喜 多 源 逸

 天然の與へた ものを成 る可 く有効に使ふ事が吾 々の義務である・今 日の國情に於ては特に其

必要を認める・吾々化學者 としては自然 を征服するのでなV・・ 自然の理法 を明に し,之 に從つ

て利用厚生の途を講すべ きである・此虚に學術の進歩 と工業の稜達 との間に密接な關係のある

事は今更いふ迄 もない.

 然 し乍ら偉大なる自然の前には吾 々の智識は驚 く可 く貧弱である.吾 々は謙譲なる態度を以

て學問に精進 し其慮用を計 らなければならぬ.

 此の如 き態度で研究 された結果アムモニア合成法が起 り,石 炭液化が大成 さる 瓦に至ったの

である.

 石炭を密閉管中270。Cで 沃化水素酸による還元によつて 液朕の炭化水素の生成する事は既に

1869年Berthelotに よつて知 られ, Bergius lま高温高墜の下で水素で還元 して液化する事の可

能なる事を確め1913年 之 を特許にした・其工業化に多大の努力と犠牲を梯つたが未だ大規模に

工業化する事は不可能であつたが,1.G・ で此方法を糧承し,叉 英國其他諸國に於て も研究が

進められ,初 は重油からガソリンの製造に慮用せられ,今 日では猫逸,英 國に於て大規模に褐

炭,渥 青炭の液化が行はるNに 至つたのであつて,昨1937年 度本法によるガソリン生産高は猫

逸に於て75萬t,英 國に於て15萬tと いはれて居る・

 此成功の基礎 をなす研究に二方面がある・一・は分解一水素化を適當に進めしめる燭媒の研究

であって,曾 て想像 されなかった硫黄を含む,例 へば硫化モ リブデンが極めて有効なる事が知

られた.他 の一・は反慮 を起 さしめる装置及材料の 研究であって,1.G.肚 では多年 アムモニア

合成の経験を利用し能 く水素及び硫黄の腐蝕に耐え,石 炭微粉末Pasteを 水素で掩挫反慮せ し

め熱の調節利用を充分に行ひ得る装置を完成 したのである・

 Fischerは 石炭の直接液化の外,之 をガスにかへ,更 に之から液艦の 燃料 を造 る事に就 て多

方面に亘つて研究 した.

 鐵鰯媒を使つて高温高墜で水性ガスを虞理 し酸素を含む液化油 を合成 し,之 にSyntholと 命

名 した・更に研究を進め大氣堅或は多少の墜を攣更 して主として輕質の炭化水素 を合成 し得 る

事を知つた・之 が今日のFischer法 の元であつて1926年 の事である・其以前常堅で一酸化炭素
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を還元するとメタンが生成するが液状の炭化水素は出來 ぬと考へられ て居た・Fischerの 嚢見

は約璽0年間の研究で大工業化 さるX・tc至つた・昨年度の生産高約20萬t,本 年度の豫想は80萬t

近voとVbは れて居る.燭 媒 としてはCo, Niを 主成分とした ものを用ひ,'・CO:H21:2容

の瓦斯を約200。Cで 通 し1回 で180㏄m(使 用瓦斯1m3に 封 し)の 油を合成する事が出來 る・此

油は主 としてガソリンか ら成るが,其 他にヂーゼル油,潤 滑油を含み,叉 高融瓢のパ ラフィン

がとれる・ガソリンのオクタン便は低 く,更 に加工する必要があるが,良 質な潤滑油を生産 し

得ると云はれて居 る・

 本法の成功には鰯媒の研究は基礎であるが,反 慮熱が大であるから之 を除去する適當な燈 を

製作する事 も重要である・

 1・G・法及Fischer法 何れ も利害得失はあるが兎 も角Fischer法 は起業が容易である爲急激

に稜展し猫逸に於ては爾者相並んで實施 されて居る・

 是等の研究によつて,た とへ経濟的に天然石油には競孚する裏 は當分不可能であるが,兎 も

角石炭か ら石油を合成する事が可能とな り,石 油の産出 しない國々には其猫立に大いに役立つ

て居る・

 我國に於 ても現在此工業化に大攣な努力の佛はれつNあ る事は淘知の通 りである.吾 々は國

家の現状に照し一日も早 く此大成を計 らなければならぬ.

 然 し乍ら石炭から石油が合成 さる 玉様になれば此問題は解決 したか といふに,決 してそうで

はなV・・之 は石炭利用のほんの一面に止まるのみである・吾々は更にもつ と廣 い方面の利用を

考へなけれ ばな らぬ・差當 りの問題 として液化生成物の利用に就て考へて見る必要がある・そ

れには生成物の成分 を詳細に調査 しなければならぬ.

 今日は燃料 としての利用を主眼として考へて居るのであるから,ア ンチノツク性に就ては相

・當に研究 されて居るが,其 他の研究は極めて不充分である.

 直接液化法に於 ても燭媒の種類と庭理の條件によつて製品の性質が著 しく攣 る事は知 られて

居 るのであるか ら其關係を明にし,化 學工業の新原料 として之を利用する事を考へなければな

らぬ.

 FiScher法 の製品にあつては更に研究すべき問題が無歎に残 されて居る・

 當面の問題として,此 ガソリンを航室用にするには如何なる虞理が適當であるかを研究 しな

ければならぬ・

 Fischer法 と同 じ原料ガスを用ひ,亜 鉛燭媒を使つて高温高堅でメタノールが生成する事は早

くか ら知 られ,経 濟的に大規模に行はれて居る・
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 叉,FiScherの 研究によつて鐵賜媒によつてSyntholめ 生成する事 も知 られて居つて,此 の如

き方法で高級アルコールの生成は既知の事實である・適當な燭媒の選繹 と反慮條件によつて有

要な原料の製遭の望は充分 にある・

 石炭液化に關聯して石炭の化學的智識は昔日に較べると大褒展 した事 は事實である'然 し乍

ら今日の吾々の石炭に關する智識は伺極めて幼稚である・工業原料 として石炭の用途を損げる

には今後の研究が必要である.之を大成するには一般化學の進歩に倹たなければならぬ。而 して

學術上に於 ても未知の領域 を開拓するには想像力を逞ふ して探瞼的に前進 する必要があるが根

底なき想像から確定的の結論を導 く事は學術及工業の進歩に有害である事 を忘れてはな らぬ・

                               (昭和13年6月)
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